
東京都立八王子桑志高等学校 令和６年度 年間指導計画（シラバス）

学期 考査 観点 a b c d e

（知） ○ ○ ○

（思） ○ ○ ○

（態） ○ ○ ○

（知） ○ ○ ○

（思） ○ ○ ○

（態） ○ ○ ○

配当

時数評価規準

18

レタリングの趣旨を理解して、骨格文字やスペー

シング、拡大視写に取り組む。

積極的に意欲的に取り組んでいる。また、丁寧に

作品に取り組む姿勢が身についている。

レタリング及びタイポグラフィーの基礎知識を学

びぶ。また、文字のエレメントや種類を理解す

る。

d:自己評価 e:授業態度

3 指導学年：

１年次に行った産業技術基礎にてものづくりの基礎を学んだことを踏まえ、２年次では、各デザインの領域の基礎をデザイン実習Ⅰと

デザイン実習Ⅱで学ぶ。本授業においては、デッサン表現・ビジュアルデザイン・コンピューターグラフィクスの３つの項目に分け

ローテーションして行う。

各デザインに関する基礎的な技術を実際の制作作業を通して総合的に習得させる。デザインへの関心を高め、実技を身につけ、実際に

評価規準

知識・技能（知） 思考力・判断力・表現力（思） 主体的に学習に取り組む態度・学びに向かう力（態）

・物体の捉え方と図法に則った表現方

法の習得。

・視覚伝達の基礎と応用技術の習得と

表現法。

・コンピューターを使った視覚伝達技

術の習得。

・様々な図法、描画法を理解し、アー

トワーク、デザインワークに応用でき

る。

表現のために必要であることを理解

し、意欲をもって基礎的な知識と技能

の習得に取り組み、作品制作に活かし

ている。

評価方法

2教科・分野： 産業・デザイン 科目： デザイン実習① 単位数：

使用教科書　
無し

年間指導目標：

副教材
無し

1

学

期

中

間

考

査

○デッサン表現

・静物デッサン　素材差の

表現

○ビジュアルデザイン

・オリジナルフォントをデ

ザインし、テーマに

沿った画面を構成する。

○コンピューターグラフィ

クス

・イラストレーターを使い

ピクトグラムデザイン

b:パフォーマンス

（実技・実習・課題）
c:小テスト等a:定期考査

単元及び指導内容

18

積極的に意欲的に取り組んでいる。また、丁寧に

作品に取り組む姿勢が身についている。

1

学

期

期

末

考

査

○デッサン表現

・静物デッサン　素材差の

表現

○ビジュアルデザイン

・オリジナルフォントをデ

ザインし、テーマに

沿った画面を構成する。

○コンピューターグラフィ

クス

・イラストレーターを使い

ピクトグラムデザイン

レタリング及びタイポグラフィーの基礎知識を学

びぶ。また、文字のエレメントや種類を理解す

る。

レタリングの趣旨を理解して、骨格文字やスペー

シング、拡大視写に取り組む。



（知） ○ ○ ○

（思） ○ ○ ○

（態） ○ ○ ○

（知） ○ ○ ○

（思） ○ ○ ○

（態） ○ ○ ○

（知） ○ ○ ○

（思） ○ ○ ○

（態） ○ ○ ○

合計 117

２

学

期

中

間

考

査

○デッサン表現

・石膏デッサン

○ビジュアルデザイン

・ポスターを想定してのイ

メージ表現

○コンピューターグラフィ

クス

・イラストレーターを使い

トラベルポスター制作

24

PCCSによる、トーンの概念の理解。トーンのイ

メージと感情効果の理解。

色を分析し、色の三属性を理解し、作品に取り入

れることができる。

積極的に意欲的に取り組んでいる。また、丁寧に

作品に取り組む姿勢が身についている。

24

３

学

期

学

年

末

考

査

○デッサン表現

・構成デッサン

○ビジュアルデザイン

・モチーフによる平面表現

○コンピューターグラフィ

クス

・フォトショップによる画

像･イラスト編集

33

素材の特性を理解し、その加工法を理解する。平

面的な素材を工夫し、立体的にするため、空間把

握する。

２

学

期

期

末

考

査

○デッサン表現

・石膏デッサン

○ビジュアルデザイン

・ポスターを想定してのイ

メージ表現

○コンピューターグラフィ

クス

・イラストレーターを使い

トラベルポスター制作

デザインをオリジナルなものにするために、どこ

にポイントを置くか考える。どのような形がハン

ドスカルプチャーに合っているのか考える。

積極的に意欲的に取り組んでいる。また、丁寧に

作品に取り組む姿勢が身についている。

素材と加工法を理解し、立体作品を制作する。そ

れぞれの知識をデザインの形に表現できるか、試

行錯誤して形にする。

積極的に意欲的に取り組んでいる。また、丁寧に

作品に取り組む姿勢が身についている。

バランス・コントラストなどデザインに含まれて

いる要素同士の関連性を理解する。素材の特性を

理解する。


